
文化発表会を作文で振り返りました 

 １０月２９日（土）に実施された文化発表会では、合唱コンクールと作品展示を

行いました。作文を通して、振り返りをしましたので、各クラス１名ずつ作文を紹

介させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合唱コンクール表彰結果 

２学年 金賞 ２年 A組 

２学年 伴奏者賞 西本 彩桜さん 

２学年 指揮者賞 室田 優樹くん 

第２学年 学年だより No.１９  令和４年１１月１６日（水） 
 

２年 A組 淺田 菜月 

 私は文化発表会で心に残ったエピソードが２つあります。１つ目は、クラスの合唱練習での様子です。私は文化発表

会の実行委員としてクラスの練習を行いました。クラスの仲間は、練習に必要な意見を躊躇なく実行委員にぶつけてく

れました。実行委員が効率の悪い練習方法を提案したら、別の良い案を出してくれたり、特別教室での練習ではその

場所の物の配置をいかした案を出してくれたりしました。どの行事にも全力で挑戦できるのが２年Ａ組の良いところだ

と再確認しました。 

２つ目は委員会と部活動の両立です。実行委員は仕事が多く放課後遅くまで作業があったため、部活動に行くこと

ができませんでした。委員会の仕事を早く終わらせることができるよう、スケジュール管理を徹底しました。その結果、

無事に実行委員の仕事も吹奏楽部の発表もやりきることができました。何事も先を見据えて行動することが大切だと

実感しました。私は文化発表会を通して、人と協力して１つのことを成し遂げることの楽しさを改めて感じました。この

経験をこれからの学校生活に生かしていきたいです。 

２年 B組 二上美幸 

 私は、今年の文化発表会を通して、仲間と互いに気持ちを高め合い支え合うことについて、深く考えるきっかけになっ

たことが２つありました。１つ目は、クラス合唱です。私は、あまり大きく声を出して歌うことになじみが無く、練習のときは

いつも、音程が間違っているのではないか、伸ばすところはどれだけ伸ばしたら良いのかなど、考えている内に不安に

なり、声が出なくなることが多くありました。そんな中、誰よりも大きな声で歌える友達と合唱について話していて、これ

くらい声を出してもいいよ、いつもこうやって練習しているよ、といろいろな助言をもらいました。何より、その友達やみん

なが一生懸命に練習している様子を見ると、自分も頑張ろうという気持ちが出てくるようになりました。来年の合唱で

は練習でも自信をもって声を出していけるようにしたいです。２つ目は部活動です。美術部は文化発表会の展示準備

や看板の飾りつけなどやることが多く、人がいつも以上に必要でした。準備が始まったばかりの頃は１年生の部員がク

ラスや行事の作業で来ることができなかったり、初めてのことで戸惑ったりしました。また、３年生の先輩には頼ること

ができなくなった中でどうしようか焦っていました。それでも、まずはやれることから１つずつ、動ける人全員で進めてい

こうということになり、本来は担当しない役割のものもみんなギリギリまで残って作業していました。最初は中々集まれ

なかった１年生たちも段々来ることができる人が増えてきて、積極的に手伝いをしてくれて、他学年でも互いに支え合

っていることを改めて感じることができました。この文化発表会で起きた様々なことを経験して、誰かと協力し、支え合う

ことの重要さを学ぶことができました。また、こうして考えられたことを、今後の行事や誰かと協力して進めていくような

ことがあったときに思い出して頑張っていきます。 



道徳地区公開講座 

１１月１２日（土）に道徳地区公開講座が実施されました。元女子プロバスケットボールの大崎佑圭選手を講師

にお迎えして、生徒たちの質問に回答していただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q１ 何か夢をもち、それに向けて努力するとき私は努力が続きません。どうしたら続くでしょうか？ 

A１ 大きい目標だけでなく、小さい目標、今日の目標をつくってください。長い道のりのときは休憩してもいいんです。 

Q2 絶望的な状況に陥ったときはどのようにして立ち直りましたか？ 

A2 「いつ辞めてもいい」という母の言葉をお守りにしています。 

落ち込むということはしっかり向き合っているからです。必ず一歩前に進むことをルールとして、落ち込むときはとことん落ち込みます。 

Q3 メンタルケアの仕方はありますか？ 

A3 好きなことやリラックスする時間を作って、オンとオフの切り替えを上手に行うことが大切です。 

Q4 いつからプロバスケットボール選手を目指しましたか？ 

A４ 小さい頃からの夢ではありませんでした。今、夢がない人も目の前のものにコツコツ挑戦し続けて自分の土台を作ってください。 

Q5 叶えられそうにない夢でも挑戦していいでしょうか？ 

A5 自分で自分の可能性をつぶさないでください。他の人の可能性もつぶすような発言はしないでください。 

自分の可能性は自分で信じ続けて、たくさんのことに挑戦し続けてください。 

Q6 努力して一番よかったと思ったのはいつですか？ 

A6 ずばり、結果が出たときです。結果が出たときは、自分と仲間を信じ続けてよかったなと思います。 

「文化発表会」 ２年 D組 猪熊 七海 

 私が文化発表会で一番印象に残っていることは合唱です。私はアルトパートのリーダーとして多くの課題と向き合い

ました。課題の一つとして、アルトパートの歌い出しで声が小さくなってしまうことでした。何度も重点的に練習して本番

では今までで一番いい合唱になったと思います。 

 しかし、金賞を取ることができず悔しい結果となりました。友達の中には D組の自由曲がよかったと褒めてくれた人が

いました。金賞を取ることはできませんでしたが、聴き手の心に届く合唱ができたと思います。 

 合唱を通してクラスの団結力を強めることができました。一つのことを大人数で成し遂げるには、みんな同じ方向を向

く必要があると改めて感じました。この団結力は今後の活動にも絶対にいきると思います。この文化発表会を思い出と

して終わらせるのではなく、次へ繋げるための学びとして捉え、生かしていきたいです。 

「文化発表会を通して」 ２年 C組 杉浦 心香 

 私は文化発表会を通して頑張ったことが２つあります。 

 １つ目は、クラスでの合唱です。最初、男子はやる気もなく、自分も歌詞を覚えられなく不安でした。音楽の授業を重ね

るごとに自分も歌詞を覚えていき、男子も最初より確実に声が出るようになっていきました。ただ、完璧にはほど遠く、初

めての文化発表会はうまくいかないのかなと思ったこともありました。しかし、自由曲を初めて合わせた時、ハモリが綺

麗で歌っていながら鳥肌がたちました。そのとき私はとても感動して確実にモチベーションが上がりました。回を重ねる

ごとに、課題曲も自由曲もぐんぐん上達していきました。結果はよくなかったけれど、団結力が強まりとても楽しかったで

す。 

 ２つ目は、展示作品の「迷い込んだ不思議な世界」です。私はもともと器用ではなく、なかなかアイディアも浮かばず、

色塗りも苦手で本当に大変でした。作品を家に持ち帰り時間を削って色塗りをしました。本当に大変でやる気が失せ

たことも多々ありました。しかし、作品が完成したときは達成感に満ちあふれました。 

 私は、文化発表会を通していろいろなことを学べたと思います。クラスの団結力も高めることができ、とてもよい文化発

表会だったと思います。これからもクラスで一団結していきたいです。 


